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 パルプ組成物;サブクラス D21C,D21D
に包含されないその製造;紙の含浸ま
たはコ－ティング;クラス B31 または
サブクラス D21G に包含されない完成
紙の処理;他に分類されない紙[5]  

注 

（1）このサブクラスは湿式による繊維板または他の繊維物品

の製造のためのパルプ組成物を包含する。[5]  

（2）このサブクラスにおいては,下記の用語は以下に示す意味

で用いる:  

―“パルプ”は,製紙用繊維および任意の添加物からなる加工

されるべき分散物を意味し,用語“紙料”を包含する;パルプは,

湿式または乾式工程のいずれかによって製紙される乾燥した

製紙用繊維をも包含する;[5]  

―“紙”は紙,厚紙または湿式製造した不織布を意味する。  

（3）パルプ組成物もしくは紙,またはその構成要素が,このサ

ブクラスで提供されている 2 以上の特性,例えば,繊維状材料

およびコ－ディング双方または着色剤および撥水剤双方など

に特徴がある場合,これらの特性に当てはまる全ての箇所に分

類する。[8]  

サブクラス内の索引 

パルプまたは紙 .......................................  

セルロ－ス,リグノセルロ－スまたは非セルロ－ス繊維または

ウエブ形成材料からなるもの 11/00,13/00 ...............  

化学構造に特徴のない繊維またはウエブ形成材料からなるも

の 15/00.............................................  

材料の添加方法または装置 23/00 .......................  

パルプに添加する非繊維材料,紙含浸材料 17/00,21/00 ....  

コ－ト紙,コ－ティング材料 19/00 ......................  

その他の紙の後処理 25/00 .............................  

特殊紙 27/00 .........................................  

注 

グル－プ D21H11/00-D21H15/00 においては,ラストプレイス優

先ル－ルが適用される,すなわち各階層レベルにおいて相反す

る指示がない限り,最後の適切な箇所に分類する。[5]  

11/00 パルプまたは紙で,天然のセルロ－スまた

はリグノセルロ－ス繊維を含むもの[5]  

11/02 ・化学的または化学的機械的パルプ[5]  

11/04 ・・クラフトまたは亜硫酸パルプ[5]  

11/06 ・・亜硫酸塩または亜硫酸水素塩パルプ[5]  

11/08 ・機械的または熱的機械的パルプ[5]  

11/10 ・化学的パルプと機械的パルプの混合物[5]  

11/12 ・非木質植物または穀物,例.綿,アマ,わら

またはバガス,からのパルプ[5]  

11/14 ・二次繊維（故紙からの再生 D21C5/02）[5]  

11/16 ・特殊な後処理によって変性したもの[5]  

11/18 ・・高度に水和,膨潤,またはフィブリル化

可能な繊維[5]  

11/20 ・・化学的または生化学的変性繊維[5]  

11/22 ・・・陽イオン化されたもの[5]  

13/00 パルプまたは紙で,合成セルロ－スまたは

非セルロ－ス繊維またはウェブ形成材料

からなるもの（合成繊維の製造における

化学的特徴は D01F）[5]  

13/02 ・合成セルロ－ス繊維[5]  

13/04 ・・セルロ－スエ－テル[5]  

13/06 ・・セルロ－スエステル[5]  

13/08 ・・再生セルロ－スからのもの[5]  

13/10 ・有機非セルロ－ス繊維[5]  

13/12 ・・炭素―炭素不飽和結合のみが関与する

反応によって得られる高分子化合物から

のもの[5]  

13/14 ・・・ポリアルケン,例.ポリスチレン[5]  

13/16 ・・・ポリアルケニルアルコ－ル;ポリアル

ケニルエ－テル;ポリアルケニルエステ

ル[5]  

13/18 ・・・不飽和酸の重合体またはその誘導体,

例.ポリアクリロニトリル[5]  

13/20 ・・炭素―炭素不飽和結合のみが関与する

反応以外の反応によって得られる高分子

化合物からのもの[5]  

13/22 ・・・アルデヒドまたはケトンの縮重合体

[5]  

13/24 ・・・ポリエステル[5]  

13/26 ・・・ポリアミド;ポリイミド[5]  

13/28 ・・天然重合体からのもの[5]  

13/30 ・・・非セルロ－ス多糖類[5]  

13/32 ・・・・アルギン酸繊維[5]  

13/34 ・・・たんぱく質繊維[5]  

13/36 ・無機繊維またはフレ－ク[5]  

A 他に分類されない無機天然繊維（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

13/38 ・・ケイ酸を含むもの[5]  

13/40 ・・・ガラス質のもの,例.鉱物綿またはグ

ラスファイバ[5]  

13/42 ・・・アスベスト[5]  

13/44 ・・・フレ－ク,例.雲母またはひる石[5]  

13/46 ・・けい酸を含まない繊維,例.金属酸化物

からのもの[5]  

13/48 ・・・金属または金属被覆繊維[5]  

13/50 ・・・炭素繊維[5]  

15/00 パルプまたは紙で,化学構造以外に特徴の

ある繊維またはウェブ形成材料から成る

もの[5]  

15/02 ・形態に特徴のあるもの[5]  

15/04 ・・巻縮,ねじれ,うず巻またはより繊維[5]  

15/06 ・・長繊維,すなわちその長さが一般的な製

紙用繊維の上限を超える繊維;フィラメ

ント[5]  

15/08 ・・フレ－ク（D21H13/44 が優先）[5]  

15/10 ・・複合繊維[5]  

15/12 ・・・一部が有機または一部が無機である

もの[5]  

17/00 パルプに添加する非繊維物質で,その成分

に特徴のあるもの;その成分に特徴のあ
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る紙含浸材料[5]  

注 

（1）グル－プ D21H17/01-D21H17/63 においては,ラストプレイ

ス優先ル－ルが適用される,すなわち各階層レベルにおいて相

反する指示がない限り,物質は最後の適切な箇所に分類する。

[8]  

注 

（2）2 以上の物質の混合物は,これらの物質のうち少なくとも

1つを提供するグル－プD21H17/01-D21H17/63のうち最後の適

切な箇所に分類する。[8]  

注 

（3）注（2）による分類では特定されず,新規かつ非自明であ

る と 思 わ れ る 混 合 物 の 何 れ の 部 分 も , グ ル － プ

D21H17/01-D21H17/63 のうちの最後の適切な箇所に分類しな

ければならない。この部分は,それ自体で単一の物質または混

合物の何れかであることがある。[8]  

注 

（4）注（2）または（3）による分類では特定されず,検索に重

要な情報であると思われる混合物の何れの部分も,グル－プ

D21H17/01-D21H17/63 の最後の適切な箇所にも分類すること

ができる。これは,例えば分類記号の組み合わせを用いている

組成物を検索できることが重要であると考えられる場合など

にあり得る。このような非義務的分類は,”付加情報”として

表示すべきである。[8]  

17/01 ・廃棄物,例.スラッジ[5]  

17/02 ・植物から得られる材料（たんぱく質

D21H17/22;リグニン D21H17/23;多糖類

D21H17/24;ロジン D21H17/62）[5]  

17/03 ・非高分子有機化合物[5]  

17/04 ・・炭化水素[5]  

17/05 ・・炭素と水素以外の元素を含むもの[5]  

17/06 ・・・アルコ－ル;フェノ－ル;エ－テル;

アルデヒド;ケトン;アセタ－ル;ケタ－

ル[5]  

17/07 ・・・窒素含有化合物[5]  

17/08 ・・・・イソシアン酸塩[5]  

17/09 ・・・硫黄含有化合物[5]  

17/10 ・・・りん含有化合物[5]  

17/11 ・・・ハロゲン化物[5]  

17/12 ・・・有機金属化合物[5]  

17/13 ・・・けい素,含有化合物[5]  

17/14 ・・・カルボン酸;その誘導体[5]  

17/15 ・・・・ポリカルボン酸,例.マレイン酸[5]  

17/16 ・・・・・炭化水素の付加物[5]  

17/17 ・・・ケテン,例.ケテン二量体[5]  

17/18 ・・・それ自体,または他の添加物質との化

学反応によってその場所で,例.紙または

パルプ内で,新しい化合物を形成するも

の[5]  

17/19 ・・・・炭素―炭素不飽和結合のみが関与

する反応によるもの[5]  

17/20 ・高分子有機化合物[5]  

17/21 ・・天然物からのもの;その誘導体[5]  

17/22 ・・・たんぱく質[5]  

17/23 ・・・リグニン[5]  

17/24 ・・・多糖類[5]  

17/25 ・・・・セルロ－ス[5]  

17/26 ・・・・・そのエ－テル[5]  

17/27 ・・・・・そのエステル[5]  

17/28 ・・・・でん粉[5]  

17/29 ・・・・・陽イオンのもの[5]  

17/30 ・・・・アルギン酸またはアルギン酸塩[5]  

17/31 ・・・・ガム[5]  

17/32 ・・・・・グア－ガム[5]  

17/33 ・・合成高分子化合物[5]  

17/34 ・・・炭素―炭素不飽和結合のみが関与す

る反応によって得られるもの[5]  

A ハロゲン化炭化水素（H11 新設）  

B 不飽和ニトリル（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

17/35 ・・・・ポリアルケン,例.ポリスチレン[5]  

17/36 ・・・・ポリアルケニルアルコ－ル;ポリア

ルケニルエ－テル;ポリアルケニルエス

テル[5]  

17/37 ・・・・不飽和酸の重合体またはその誘導

体,例.ポリアクリル酸塩[5]  

17/38 ・・・・交叉結合可能な基を含むもの[5]  

17/39 ・・・・・エ－テル交叉結合基を形成する

もの,例.アルキロ－ル基[5]  

17/40 ・・・・・不飽和のもの[5]  

17/41 ・・・・イオン基を含むもの[5]  

17/42 ・・・・・陰イオンのもの[5]  

17/43 ・・・・・・カルボキシル基またはその誘

導体[5]  

17/44 ・・・・・陽イオンのもの[5]  

17/45 ・・・・・・窒素含有基[5]  

17/46 ・・・炭素―炭素不飽和結合のみが関与す

る反応以外の反応によって得られるもの

[5]  

17/47 ・・・・アルデヒドまたはケトンの重縮合

体[5]  

17/48 ・・・・・フェノ－ルとの[5]  

17/49 ・・・・・窒素と結合した水素含有化合物

を有するものとの[5]  

17/50 ・・・・・・非環状化合物[5]  

17/51 ・・・・・・トリアジン,例.メラミン[5]  

17/52 ・・・・エポキシ樹脂[5]  

17/53 ・・・・ポリエ－テル;ポリエステル[5]  

17/54 ・・・・高分子の主連鎖内において窒素を

含有する結合を形成する反応によって得

られるもの[5]  

17/55 ・・・・・ポリアミド;ポリアミノアミド;

ポリエステルアミド[5]  

17/56 ・・・・・ポリアミン;ポリイミン;ポリエ

ステルイミド[5]  

17/57 ・・・・・ポリ尿素;ポリウレタン[5]  
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17/58 ・・・・高分子の主連鎖内でイオウを含有

する結合を形成する反応によって得られ

るもの[5]  

17/59 ・・・・高分子の主連鎖内でけい素を含有

する結合を形成する反応によって得られ

るもの[5]  

17/60 ・ワックス[5]  

17/61 ・瀝青質[5]  

17/62 ・ロジン;その誘導体[5]  

17/63 ・無機化合物[5]  

17/64 ・・アルカリ化合物[5]  

17/65 ・・酸化合物[5]  

17/66 ・・塩,例.明ばん[5]  

17/67 ・・不水溶性化合物,例.填料または顔料[5]  

17/68 ・・・けい酸を含むもの,例.粘土[5]  

17/69 ・・・変性物,例.パルプまたは紙への混合

に先立つ他の化合物との会合によるもの

[5]  

17/70 ・・別々に添加された他の物質との化学反

応によってその場所で,例.パイプまたは

紙内で,新しい化合物を形成するもの[5]  

19/00 塗被紙（塗被繊維板 D21J1/08）;コ－ティ

ング材料（インク,染料または顔料の受け

入れを高めるために使用される被覆に特

徴のある記録シ－ト B41M5/50）[5]  

19/02 ・金属コ－ティング（D21H19/66 が優先）

[5]  

19/04 ・・箔として適用されるもの[5]  

19/06 ・・液体または粉末として適用されるもの

[5]  

19/08 ・・蒸気として適用されるもの,例.真空内

[5]  

19/10 ・ 顔 料 を 使 用 し な い コ － テ ィ ン グ

（D21H19/66 が優先）[5]  

A 高分子化合物以外のもの（H11 新設）  

B 天然樹脂;それらの誘導体（H11 新設）  

C 染色（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

19/12 ・・水溶液として適用されるもの,例.酸ま

たはアルカリ化合物の存在下におけるも

の[5]  

19/14 ・・グル－プ D21H19/12 で定義された水溶

液以外の形で適用されるもの[5]  

19/16 ・・・硬化可能または重合可能な化合物か

らなるもの（D21H19/24 が優先）[5]  

19/18 ・・・ワックスからなるもの[5]  

19/20 ・・・炭素―炭素不飽和結合のみが関与す

る反応によって得られる高分子化合物か

ら成るもの[5]  

A 不飽和カルボン酸;それらのエステルまた

はアミド（H11 新設）  

B 不飽和アルコ－ルまたはエステル（H11 新

設）  

C ハロゲン化炭化水素（H11 新設）  

D 不飽和ニトリル（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

19/22 ・・・・ポリアルケン,例.ポリスチレン[5]  

19/24 ・・・炭素―炭素不飽和結合のみが関与す

る反応以外の反応によって得られる高分

子化合物からのもの[5]  

A アルデヒドまたはケトンとフェノ－ルから

の生成物（H11 新設）  

B イソシアネ－ト,エチレン性不飽和結合を

含むモノマ－,オリゴマ－を紙に付与し

後に架橋させるもの（H11 新設）  

C イミン,活性ハロゲン化合物,エポキシを紙

に付与して後に架橋させるもの（H11 新

設）  

D ケテン,無水カルボン酸（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

19/26 ・・・・アミノプラスト[5]  

19/28 ・・・・ポリエステル[5]  

19/30 ・・・・ポリアミド;ポリイミド[5]  

19/32 ・・・・高分子の主連鎖内でけい素を含有

する結合を形成する反応によって得られ

るもの[5]  

19/34 ・・・セルロ－スまたはその誘導体からな

るもの[5]  

19/36 ・顔料を使用するコ－ティング（D21H19/66

が優先;金属粉末 D21H19/06）[5]  

A キャストコ－トによるもの（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

19/38 ・・顔料に特徴のあるもの[5]  

19/40 ・・・けい酸を含むもの,例.粘土[5]  

19/42 ・・・少なくとも部分的に有機質のもの[5]  

19/44 ・・他の成分,例.バインダ－または分散剤,

に特徴のあるもの[5]  

19/46 ・・・非高分子有機化合物[5]  

19/48 ・・・・ジオレフィン,例.ブタジエン;芳香

族ビニル単量体,例.スチレン;重合可能

な不飽和酸またはその誘導体,例.アクリ

ル酸[5]  

19/50 ・・・たんぱく質[5]  

19/52 ・・・セルロ－ス;その誘導体[5]  

19/54 ・・・でん粉[5]  

19/56 ・・・炭素－炭素不飽和結合のみが関与す

る反応によって得られる高分子有機化合

物またはそのオリゴマ－[5]  

19/58 ・・・・ジオレフィンの重合体またはオリ

ゴマ－,芳香族ビニル単量体または不飽

和酸またはその誘導体[5]  

19/60 ・・・・ポリアルケニルアルコ－ル;ポリア

ルケニルエ－テル;ポリアルケニルエス

テル[5]  

19/62 ・・・炭素－炭素不飽和結合のみが関与す

る反応以外の反応によって得られる高分
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子有機化合物またはそのオリゴマ－[5]  

19/64 ・・・無機化合物[5]  

19/66 ・特別な可視効果に特徴のあるコ－ティン

グ,例.模様,または地合い（マ－ブル紙

D21H27/04）[5]  

19/68 ・・平らでないもの,破れたものまたは不連

続のもの[5]  

19/70 ・・内部に空間のあるもの,例.気泡コ－テ

ィング[5]  

19/72 ・紙の基質に特徴のあるコ－ト紙[5]  

19/74 ・・平らでない表面をもつ基質をもつもの,

例.クレ－プ紙またはコルゲ－ト紙[5]  

19/76 ・・特別な吸収性をもつ基質をもつもの[5]  

19/78 ・・・コ－ティングに実質上不浸透性であ

るもの[5]  

19/80 ・1 つ以上のコ－ティングからなる紙

（D21H19/02 が優先）[5]  

19/82 ・・重複コ－ティングするもの[5]  

19/84 ・・基質の両側にコ－ティングするもの[5]  

21/00 パルプに添加される非繊維材料で,その作

用,形態または特性に特徴のあるもの;紙

含浸またはコ－ティング材料で,その作

用,形態または特性に特徴のあるもの[5]  

21/02 ・ペ－パ－ミル設備において沈積を防止す

るための薬剤,例.ピッチまたはスライム

コントロ－ル（脂肪,レジン,ピッチ,また

はワックスの除去 D21C9/08）[5]  

21/04 ・・スライムコントロ－ル剤[5]  

21/06 ・紙形成向上剤[5]  

21/08 ・・繊維用の薬剤を分散するもの[5]  

21/10 ・・歩留り向上剤またはろ水改良剤[5]  

21/12 ・・消泡剤[5]  

21/14 ・紙内部または紙表面上での作用または特

性 に 特 徴 の あ る も の

（D21H19/66,D21H27/02 が優先）[5]  

A 導電紙（H11 新設）  

B 防臭・付香紙（H11 新設）  

C 防錆紙（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

21/16 ・・サイズ剤または揆水剤[5]  

21/18 ・・補強剤[5]  

21/20 ・・・湿潤強力剤[5]  

21/22 ・・紙に多孔性,吸収性または嵩高性をもた

せる薬剤[5]  

21/24 ・・・界面活性剤[5]  

21/26 ・・紙を透明または半透明にする薬剤[5]  

21/28 ・・着色剤[5]  

A 染料（H11 新設）  

B 不溶性の有色物質,例.紙に色を付ける粉末,

繊維,金属片（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

21/30 ・・発光性または蛍光性物質,例.蛍光漂白

剤（D21H21/40 が優先）[5]  

21/32 ・・漂白剤（セルロ－スパルプを漂白する

もの D21C9/10）[5]  

21/34 ・・難然化剤[5]  

21/36 ・・生物薬剤,例.防かび剤,抗菌剤または防

虫剤[5]  

21/38 ・・腐食防止剤または酸化防止剤[5]  

21/40 ・・本物であることの証明を容易にする薬

剤または不正改変を防止する薬剤,例.証

券 用 紙 用 （ ウ ォ － タ マ － キ ン グ

B41M3/10,D21F1/44; 偽 造 防 止 印 刷

B41M3/14;情報担持カ－ドまたはシ－ト

状物の身分証明機能またはセキュリティ

機能,例.偽造防止 B42D25/30）[5]  

21/42 ・・・リボンまたはストリップ（フィラメ

ント D21H15/06）[5]  

21/44 ・・・潜在保全要素,すなわち特別な検証ま

たは改ざん発見装置または方法の使用に

よってのみ検査可能または明確になるも

の[5]  

21/46 ・・・・化学検証または化学的改ざん防止,

例.消去剤の使用によるもの,に適した要

素[5]  

21/48 ・・・・物理的検証用,例.X 線照射,に適し

た要素[5]  

21/50 ・ 形 態 に 特 徴 の あ る も の

（D21H19/66,D21H21/42,D21H27/02 が優

先）[5]  

A 粉末のもの（H11 新設）  

B 凝集物のもの（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

21/52 ・・定長または定形の添加物[5]  

21/54 ・・・球体のもの,例.マイクロカプセルま

たはビ－ズ[5]  

21/56 ・・発泡[5]  

23/00 パルプまたは紙へ材料を添加するための方

法または装置[5]  

23/02 ・物質を添加する手段に特徴があるもの[5]  

23/04 ・・パルプへの添加;パルプ内の添加剤の後

処理[5]  

23/06 ・・・添加物の制御[5]  

23/08 ・・・・パルプの特性を測定することによ

るもの,例.ゼ－タ電位または pH[5]  

23/10 ・・・・・少なくとも 2 種類の化合物が添

加されるもの[5]  

23/12 ・・・・形成ウェブの特性を測定すること

によるもの[5]  

23/14 ・・・・化合物の添加点または接触時間を

選択することによるもの[5]  

23/16 ・・・・・パルプの叩解またはリファイニ

ングの前またはその間の添加[5]  

23/18 ・・・・・シ－ト形成前の剪断力が使われ

ない位置,例.パルプの叩解またはリファ

イニング後,における添加[5]  
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23/20 ・・・そのための装置[5]  

23/22 ・・形成された紙への添加[5]  

23/24 ・・・紙製造中におけるもの[5]  

注 

・・・紙の製造中,すなわち機械上で,紙に対して材料を添加す

る方法または装置において,その方法や装置が製紙工程に特に

従動し,または製紙工程に特に適用される場合は,グル－プ

23/24 へ分類される。[5]  

23/26 ・・・・添加点または紙の含有湿度の選択

によるもの[5]  

23/28 ・・・・・乾燥部以前,例.湿部またはプレ

ス部,における添加[5]  

23/30 ・・・紙の前処理（D21H23/70,D21H23/76

が優先）[5]  

23/32 ・・・過剰材料の紙との接触によるもの,

例.貯液槽からのものまたは紙から過剰

に塗られた材料を除去することによるも

の（D21H23/66 が優先;過剰材料の除去

D21H25/08）[5]  

23/34 ・・・・ナイフまたはブレ－ド型コ－タ[5]  

23/36 ・・・・・貯液槽の一部を形成しているナ

イフまたはブレ－ド,例.パドル型トレ－

リングブレ－ド[5]  

23/38 ・・・・・特別な装置に適用される流体材

料,例.フラッデッド・ニップ,インバ－テ

ッドブレ－ドコ－タ内にロ－ルをもつも

の[5]  

23/40 ・・・・紙の一方の側のみがその材料と接

触しているもの（D21H23/34 が優先）[5]  

23/42 ・・・・紙が両側で少なくとも部分的にそ

の材料によって囲まれているもの

（D21H23/34 優先）[5]  

23/44 ・・・・・ガスまたは蒸気による処理[5]  

23/46 ・・・表面に対して連続的に流体をそそぐ

または流すもので,その流体全部が紙に

よって回収されるもの（D21H23/66 が優

先）[5]  

23/48 ・・・・カ－テンコ－タ－[5]  

23/50 ・ ・ ・ 噴 霧 ま た は 射 出 す る も の

（D21H23/44,D21H23/66 が優先）[5]  

23/52 ・・・紙を材料を送る装置と接触させるこ

と に よ る も の

（D21H23/32,D21H23/46,D21H23/66 が優

先）[5]  

23/54 ・・・・ラビング装置,例.ブラシ,パッドま

たはフェルト[5]  

23/56 ・・・・ロ－ル（D21H23/38 が優先）[5]  

23/58 ・・・・・それの細部,例.表面の特徴また

は周速[5]  

23/60 ・・・・・・アプリケ－タロ－ル上の材料

が紙に適用する前に特別な処理を必要と

するもの（D21H23/64 が優先）[5]  

23/62 ・・・・・・逆回転ロ－ルコ－ティング,

すなわちアプリケ－タロ－ル表面が紙の

動く方向と反対方向に動くもの[5]  

23/64 ・・・・材料が移動する時なめらかでない

もの,例.前もって形成されたもので,少

なくとも部分的に硬化コ－ティングされ

たもの[5]  

23/66 ・・・不連続紙,例.シ－ト,ブランクまたは

ロ－ル,を処理するもの[5]  

23/68 ・・・・紙が連続的に動くもの[5]  

23/70 ・・・多段階工程;1 つまたはいくつかの物

質を各部分でまたは種々の方法で紙に付

加するための装置で,このメイングル－

プ内の他のグル－プに包含されないもの

[5]  

23/72 ・・・・一連の複数工程のみ[5]  

23/74 ・・・・一つの技術から他の技術へ転換が

可能な装置[5]  

23/76 ・少なくとも 1 つの他の化合物から分離し

た状態で添加される副化合物の選択に特

徴のあるもの,例.他の化合物の混入促進

のため,または結合効果強化を得るため

のもの（D21H17/18,D21H17/70,D21H23/10

が優先）[5]  

23/78 ・特定の処理または装置に限定されない制

御または調整[5]  

25/00 グル－プ D21H17/00-D21H23/00 に分類され

ない紙の後処理[5]  

25/02 ・化学的または生化学的処理（D21H25/18

が優先）[5]  

25/04 ・物理的処理,例.加熱または放射線照射

（D21H25/18が優先;紙の連続ウェブの製

造機械の乾燥部 D21F5/00）[5]  

25/06 ・・含浸加工紙またはコ－ト紙のためのも

の（D21H25/08 が優先）[5]  

25/08 ・適用物質の再調整,例.計量または平滑化;

過剰材料の除去[5]  

25/10 ・・ブレ－ドによるもの[5]  

25/12 ・・本質的に円筒体であるもの,例.ロ－ル

またはロッド[5]  

25/14 ・・・キャストドラム[5]  

25/16 ・・蒸気または気体のふきつけによるもの,

例.エアナイフ[5]  

25/18 ・書籍または書類のような古紙のもの,例.

修復[5]  

27/00 他に分類されない特殊紙,例.多段階工程に

よって製造されるもの[5]  

A 糊付紙,剥離紙（H11 新設）  

B 硫酸紙（H11 新設）  

C 繊維板（D21J の化学的な特徴のあるもの）

（H11 新設）  

D タバコ巻紙（H11 新設）  

E 抄合せを用いるもの（H11 新設）  

F 未完成紙に機械的処理を施し柔軟・伸縮性
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をもたせたもの（H11 新設）  

G 未完成紙に柔軟・伸縮性をもたせる装置

（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

注 

このグル－プにおいては,分類の他の箇所に,単に部分的に分

類されるか,または全く分類されない特殊な性質または用途を

有する紙について分類する。しかしながら,可能な限り,このサ

ブクラスの他のグル－プの規則に従って,分類される。[5]  

27/02 ・模様紙（模様コ－ティング D21H19/66;エ

ンボス加工 B31F1/07;抄紙機での擬手す

き紙の製造 D21F11/10）[5]  

A 模様紙製造装置（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

27/04 ・・マ－ブル紙[5]  

27/06 ・植物または擬パ－チメント紙;グラシン紙

[5]  

27/08 ・ろ紙（自己支持ろ過材 B01D39/14;製紙機

による製造 D21F11/14）[5]  

27/10 ・包装紙（特殊な型または形態を有する包

装材 B65D65/38）[5]  

27/12 ・電気絶縁紙[5]  

27/14 ・安定な形または寸法を有する紙;そり防止

紙（コイリング防止写真用支持材

G03C1/81）[5]  

27/16 ・ピュアペ－パ,すなわち不純物がないかま

たは低含有の不純物のあるもの[5]  

27/18 ・表面カバ－用の紙または板紙の構造[5]  

27/20 ・・可とう性構造が使用者によって用いら

れるもの,例.壁紙（印刷壁紙 B41M3/18;

紙または織物上のフィルム状または箔状

の接着剤 C09J7/21）[5]  

A 他に分類されない壁紙（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

27/22 ・・特殊な製造工程,例.加圧,によって表面

に適用される構造[5]  

27/24 ・・・塗被される表面がフェノ－ル樹脂紙

貼り合せ体,バルカンファイバ－または

類似のセルロ－ス繊維板[5]  

27/26 ・・・その構造において上ばり用シ－トま

たは表紙層に特徴のあるもの（装飾用パ

ネル B44C5/04;木目効果 B44F9/02）[5]  

27/28 ・・・・特殊な抗特性,例.耐摩耗性,耐候性,

を得るために処理されたもの（撥水剤

D21H21/16）[5]  

27/30 ・多層（表面カバ－用 D21H27/18）[5]  

A 紙層を含む積層物（H11 新設）  

B 紙と紙の積層物（H11 新設）  

C 紙とフィルムの積層物（H11 新設）  

D 紙と糸または織物の積層物（H11 新設）  

E 多層物の製造装置（H11 新設）  

F 紙と糸または織物を積層する装置（H11 新

設）  

G 紙に糸または織物を抄入れる装置に特徴の

あるもの（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

注 

・このグル－プに分類される積層体は B32B にも分類される。

[5]  

27/32 ・・シ－ト間に用いられる材料を有するも

の（紙または厚紙シ－トの接着B31F5/00）

[5]  

A 接着剤にて積層されるもの（H11 新設）  

Z その他のもの（H11 新設）  

27/34 ・・・連続材料,例.フィラメント,シ－トま

たはネット[5]  

27/36 ・・・・合成高分子化合物から製造される

フイルム[5]  

27/38 ・・シ－トの少なくとも 1 枚が他のシ－ト

のものとは異なる繊維組成をもつもの

[5]  

27/40 ・・シ－トの少なくとも 1 枚が非平面状で

あるもの,例.クレ－プ（紙のクレ－プ加

工またはコルゲ－ト加工 B31F）[5]  

27/42 ・・乾式加工紙からのもの[5]  

 


